
CaSiを原料とした液体ヒドロシランおよびアモルファスシリコンの合成 

Synthesis of liquid hydrosilanes and amorphous silicon from CaSi 
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polyhydrosilane（SinH2n+2 or SinH2n）は有機溶媒可溶性の高分子であり、塗布・焼成によってアモ

ルファスシリコン膜に変換することができる有用な材料である1。polyhydrosilaneは cyclopentasilane 

(Si5H10)または cyclohexasilane (Si6H12)を UV重合することで容易に得られるが、それらは高価であ

り、実用上の問題となっている。そこで安価な原料である calcium monosilicide (CaSi)から、簡単

な設備と操作によって hydrosilaneを合成し、さらにアモルファスシリコンに変換することを試み

た(Figure 1)。 

 

Figure 1  Synthesis of hydrosilanes and amorphous silicon from CaSi 

 

はじめに酸による CaSiの脱 Ca 反応を実施した。酸および溶媒の組み合わせを検討した結果、

酸として HBr 水溶液、溶媒として hexane+H2O の二相反応系が適していることがわかった。二相

反応系を利用することで生成物である hydrosilaneの酸加水分解を抑制することができ、収率が向

上した。また、生成物が有機相に、副生物が水相にのみ溶けるため、生成物の回収も容易であっ

た。CaSiに対して 2等量の酸を用いることで、0℃2時間で反応が終了し、Si2H6～Si6H14の混合物

が得られた（収率 20～30 mol%）。 

 得られた hydrosilaneに UV照射して高分子量化させた（λ=254 nm、40 mW/cm
2、4 h）。これを

450℃で 15分間加熱することで、アモルファスシリコンへと変換出来ることも確認した。 

 以上のように、安価な材料である CaSiから液体 hydrosilaneを合成し、また、それを用いてアモ

ルファスシリコンを合成することが出来た。 
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